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橋
〜
松
浜
町
〜
南
宮
町
〜
親
王
塚
町

〜
大
正
橋
を
循
環
す
る
も
の
で
、「
右

ま
わ
り
」と「
左
ま
わ
り
」が
あ
り
ま

し
た
。

　

と
も
に
一
時
間
に
三
本
程
度
運
行

し
て
い
ま
し
た
。

不
足
で
休
止
し
て
い
た
バ
ス
路
線
を
復
活

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。ま
ず
、芦
屋
川
線

（
阪
急
芦
屋
川
〜
芦
屋
浜
）・
苦
楽
園
線（
大

正
橋
〜
苦
楽
園
〜
香
炉
園
）が
、昭
和
二
十

四
年
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

写
真
の
バ
ス
は
、市
内
循
環
線
で
大
正

　

左
上
の
写
真
に
は
、上
宮
川
橋
を
渡
っ

て
い
る
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
阪
急
バ
ス
が
見
え

ま
す
。

　

戦
前
、市
内
で
も
っ
と
も
多
く
の
バ
ス

路
線
を
運
行
し
て
い
た
阪
神
合
同
バ
ス

（
阪
急
バ
ス
）は
、戦
時
中
、燃
料
・
資
材
の
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（
鳥
海
青
児
画
）は
、初
代
業
平
橋
と

考
え
ら
れ
、橋
の
欄
干
が
赤
く
塗
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

橋
と
考
え
ら
れ
ま
す
。橋
が
完
成
し
た
と

き
に
は
、親
・
子
・
孫
の
三
代
夫
婦
に
よ
る

渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
十
四
年
に
描
か
れ
た『
赤
い
橋
』

　

大
正
六
年
三
月
、芦
屋
川
改
修
工
事
に

伴
い
、芦
屋
川
東
岸
の 
小
字
申
新
田 
と
西

こ
あ
ざ
さ
る
し
ん
で
ん

岸
小
字 
権
之
坪 
を
結
ぶ
木
造
の
橋
が
か
け

ご
ん
の
つ
ぼ

ら
れ
ま
し
た
。

　
『
精
道
村
議
会
議
事
録
』に
は
橋
の
名
前

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
が
初
代
業
平��������	
��

�����������

　

左
上
の
写
真
に
は
、
山
手
小
学
校

や
山
手
中
学
校
へ
通
う
生
徒
の
登
校

時
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

山
手
小
学
校
へ
登
る
道
は
、
県
道

奥
山
〜
精
道
線
と
呼
ば
れ
、
当
時
は

一
車
線
で
し
た
。

　

開
森
と
い
う
名
前
は
旧
小
字
に
見

ら
れ
、
新
し
い
土
地
を
開
拓
す
る
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
開
森
橋
の

東
、
山
手
幼
稚
園
の
北
側
に
、
潮
見
桜

と
書
か
れ
た
木
の
柱
が
あ
り
ま
す
。　

　

潮
見
桜
は
、
む
か
し
開
森
橋
の
西

詰
め
に
植
え
ら
れ
、
新
聞
や
芦
屋
川

駅
の
案
内
に
も
載
る
く
ら
い
有
名
に

な
り
、
昭
和
初
期
ま
で
芦
屋
の
名
木

と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。
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※第２集「歴史さんぽ」・第３集「植物
のかんさつ」・第４集「小さな生きもの
たち」・第５集「文学さんぽ」と第９集
「写真で見る芦屋今むかし２」は各400
円。第６集「芦屋の地名をさぐる」・第
７集「写真で見る芦屋今むかし１」・第
８集「描かれた芦屋の風景」は各500円。
※第１集「伝記・物語」は完売しました。


